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主な施策・事業の参画と協働の実施状況の検証 

（ケーススタディする施策例） 

 

  ケーススタディにあたっては、下記の施策・事業（「平成 15 年度参画と協働関連施策    

 の年次報告」で、「参画と協働を先導する施策」として取り上げたものの中から、絞っ 

て実施する。 

 施策の性格を踏まえ、参画と協働の実施状況を把握できるよう検証の視点を設定する。 

 

 

 

１．参画と協働の基盤となる施策 

 
区 分 

 
ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨする施策 

 
検証の視点例（参画と協働の実施状況） 

(活動をつなぎ、拡げる) 

○地域ビジョン委員の活動

（県民政策部） 

 

・運営方法（県民の主体的な運営） 

・活動状況（活動内容、ともに取り組む団体の属性等） 

・委員の拡がり（地域への拡がり） 

・委員の満足度 

・活動の拡がり（テーマの変化、実践活動の展開等） 

(活動をつなぎ、拡げる) 

○ 地域夢会議の開催 

（県民政策部） 

・運営方法（県民の主体的な運営） 

・参加者の拡がり（地域への拡がり） 

・参加者の満足度 

・活動の拡がり（ﾃｰﾏの変化、実践活動の展開等） 

(1) 

条例施行

前から実

施してい

た施策 

 

(県民と知恵を出し合う) 

●県民意見提出手続(ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･

ｺﾒﾝﾄ手続)実施要綱の効果的

な運用（県民政策部） 

 

・広報の方法（資料内容、広報手段等） 

・対象案件（県民生活との関わり）の選択 

・実施手続の状況 

・実施案件の性格と提出意見の傾向 

・意見反映状況と説明責任の状況 

(活動を生み、育む) 

○地域づくり活動の登録制度

の創設・運用（県民政策部）

・登録数の状況 

・アクセス数等 

・登録の容易性、広報の状況 

・活用実績（事例） 

(2) 

条例施行

後、新た

に実施し

た施策 

 

(県民と知恵を出し合う) 

●附属機関等の委員の公募に

関する指針の策定・運用

（県民政策部） 

・公募審議会等の状況 

・広報の方法（広報媒体、公募委員への応募状況等） 

・公募委員の活動実績（出席率等） 

・公募委員の満足度 

・他の委員の評価 

資料３ 

○：「地域づくり活動支援指針」に関連する施策 
●：「県行政参画・協働推進計画」に関連する施策 

「参画と協働で実施する施策」その他の候補
 (１)条例施行前から実施していた施策 
   ●被災者復興支援会議Ⅲの活動支援                 （総括部） 
   ○スポーツクラブ 21 ひょうごの推進               （教育委員会） 

●「いきいき学校」応援事業                   （教育委員会） 
   ○あわじ菜の花エコプロジェクトの推進              （淡路県民局） 
(２)条例施行後、新たに実施した施策 

   ○“子どもの冒険ひろば”パイロット事業             （県民政策部） 
   ○“若者の居場所づくり”（「若者ゆうゆう広場｣の設置)の推進   （県民政策部） 
   ○県民交流広場事業                       （県民政策部） 
   ○「子育て」地域協働プロジェクト                 （県民政策部） 
   ○食育推進ボランティア育成・活動支援事業            （農林水産部） 

○コウノトリと共生する地域づくりの推進                      （但馬県民局） 



 - 2 -

２．参画と協働で実施する施策（年次報告を活用） 

 

区 分 

 

 

ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨする施策 

 

 
検証の視点例（参画と協働の実施状況） 

 

(新たな活動を生み、育む) 

○まちの子育てひろば事業の推

進（or子どもの冒険ひろば or 若者ゆうゆう広場） 

（健康生活部） 

 

 

（地域ごとに住民主導で取り組む事業） 

・助成実績（件数、活動内容等） 

・助成を受けた団体等の満足度 

・実施方法（主体性、地域特性、柔軟性） 

・市町との役割分担・連携 

 

(活動をつなぎ、拡げる) 

○NPO と行政の協働会議 

（県民政策部） 

 

 

（NPO からの提案型事業） 

・運営方法（主体性、柔軟性） 

・NPO の参加状況（NPO の中での認知度含む） 

・参加者の満足度 

・活動の拡がり（テーマの変化、施策化の状況等） 

・NPO との連携（役割分担の変化等） 

※各県民局から１事業抽出 

 

《例》 

(活動をつなぎ、拡げる) 

○いなみ野ため池ミュージアム

創設プロジェクトの推進

（東播磨県民局） 

 

  

 

 

 

（県民局ごとにテーマを設定して取り組む事業） 

・運営方法（団体等による主体的な運営） 

・活動状況（団体の属性、活動内容等） 

・地域社会への浸透状況 

・参加者の満足度 

(県民と力を合わせる) 

●自然活用型野外CSR事業の推進

（産業労働部） 

（県民と県との協働による施設運営事業） 

・運営方法（ボランティアによる主体的な運営） 

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの活動状況（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数、属性、活動内容） 

・維持管理の委託状況（委託件数、属性、活動内容等） 

・CSR 施設の利用状況（利用者数、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ参加者数） 

・参加者(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ､維持管理に関わる団体等)の満足度 

・他の地域との交流、市町・地元関係機関との連携 

(1) 

条例施行

前から実

施してい

た施策 

(県民と力を合わせる) 

●ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ型県土づくり事業 

 （県土整備部） 

（県民と県行政との契約に基づく事業） 

・ｱﾄﾞﾌﾟﾄ協定の状況（締結件数、団体属性、活動内容等）

・住民の満足度 

・市町との役割分担・連携 

・協定内容の変化 

(活動を高め、支える) 

○地域ぐるみ安全対策事業（or「子

育て」地域協働プロジェクト）（県民政策部） 

（地域ごとに住民主導で取り組む事業） 

・助成実績（件数、活動内容等） 

・助成を受けた団体等の満足度 

・実施方法（主体性、地域特性、柔軟性） 

・市町との役割分担・連携 

(2) 

条例施行

後、新た

に実施し

た施策 

(活動を生み、育む) 

○地域団体活動ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ事業

（県民政策部） 

 

（県民からの提案公募型事業） 

・助成実績（件数、活動内容、活動団体の属性等） 

・助成を受けた団体等の満足度 

・実施方法（主体性、地域特性、柔軟性） 

・募集、公開審査、事例発表会のしくみ 

・市町との役割分担・連携 




